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一
般
会
計
決
算

歳
入

歳
出

比率（86.2％）に警鐘!
　
令
和
５
年
度
只
見
町
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
歳
入
・
歳
出

決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
９
月
１７
日
か
ら
３
日
間
に
わ
た

っ
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
は
「
予
算
を
議
決
し
た
趣
旨
と
目
的
に
従
っ
て
適

正
に
効
率
的
に
執
行
さ
れ
た
か
」、「
そ
の
執
行
に
よ
っ
て
最
大
限

の
効
果
が
発
揮
で
き
た
か
」
を
主
眼
に
し
審
査
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
年
々
高
ま
る
経
常
収
支
比
率（
86
・
2
%
）が
、
危

険
ラ
イ
ン
に
近
づ
い
て
い
る
と
、
意
見
を
付
し
て
認
定
し
ま
し
た
。

（
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告
書
参
照
）

決
算
特
別
委
員
会
質
疑

問
収
入
未
済
額
が
９

９
３
．７
千
円
と

な
り
、
増
え
て
い
る
。
町

内
生
活
者
か
否
か
、
分
析

は
出
来
て
い
る
か
。

答
町
外
３２
件
、
町
内

２１
件
だ
。
引
き
続

き
回
収
に
努
め
る
。

問
令
和
７
年
４
月
に

セ
ン
タ
ー
を
立
ち

上
げ
る
計
画
だ
が
、
進
捗

は
。答

現
状
で
は
、
専
門

職
や
候
補
者
が
不

足
し
て
い
る
。
地
域
、
社

協
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
行
く
。

問
ポ
ス
レ
ジ
の
使
用

実
績
は
。（
＊
Ｐ
Ｏ

Ｓ
レ
ジ
：
バ
ー
コ
ー
ド
リ

ー
ダ
ー
で
読
み
取
っ
た
商

品
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
集
約
・
管
理
で
き
る
）

答
５
年
度
は
購
入
の

み
で
、
使
用
し
て

い
な
い
。
効
率
的
な
活
用

を
し
て
い
く
。

問
事
業
の
内
容
と
実

績
は
。

答
民
間
企
業
か
ら
３

名
の
指
導
員
を
要

請
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
統

合
に
向
け
た
方
向
性
と
課

題
解
決
へ
向
け
、
職
員
の

人
材
育
成
、
経
営
改
革
指

導
を
実
施
。

問
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就

業
促
進
補
助
金

等
、予
算
に
対
し
、決
算
額

が
少
な
い
。
効
果
の
少
な

か
っ
た
事
業
の
見
直
し
は
。

答
当
初
予
算
で
は
多

少
の
目
標
の
積
み

上
げ
も
見
込
ん
で
い
る
。

今
後
と
も
新
事
業
も
考
慮

し
、
効
果
的
な
運
用
を
検

討
し
て
い
く
。

問
検
診
数
が
減
っ
て

い
る
理
由
と
受
診

率
を
上
げ
る
取
り
組
み
は
。

答
人
口
減
少
に
よ
り
、

受
診
数
は
減
っ
て

い
る
。
多
く
の
受
診
に
繋

が
る
よ
う
努
力
す
る
。

町
税

成
年
後
見
人
制
度

ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
費

地
域
お
こ
し

企
業
人
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
負
担
金

移
住
交
流
費
補
助
金

が
ん
検
診
委
託
料

比率（86.2％）に警鐘!
決算特別委員会

問
特
別
交
付
税
が
減

っ
た
理
由
は
。

答
除
雪
経
費
が
４
年

度
１
億
か
ら
、
５

年
度
は
５
千
万
円
に
な
っ

た
た
め
。
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歳
入

歳
出

高くなる経常収支

問
滞
納
者
の
人
数

は
、
対
応
策
は
。

答
滞
納
者
は
入
院
・

外
来
併
せ
て
１
１

名
だ
。
随
時
納
入
を
進
め

る
な
ど
、
徴
収
を
実
施
し

て
い
る
。
通
常
は
年
度
内

に
完
了
し
て
い
る
。

問
医
師
の
研
修
が
実

施
さ
れ
て
い
な
い

理
由
は
。

答
研
修
の
重
要
性
は

認
識
し
て
い
る

が
、
休
診
せ
ざ
る
を
得
な

い
現
状
だ
。
引
き
続
き
常

勤
医
の
確
保
に
向
け
て
努

力
す
る
。

問
雇
用
促
進
す
る
上

で
今
後
も
継
続
す

る
の
か
。

答
町
内
誘
致
企
業
撤

退
を
受
け
て
設
立

し
た
が
、
効
果
が
あ
っ
た

と
判
断
し
、
外
国
人
労
働

者
に
も
適
用
す
る
た
め
、

制
度
を
拡
大
し
、
継
続
し

た
い
。

問
現
在
ま
で
の
達
成

度
と
イ
ベ
ン
ト
等

の
通
知
機
能
へ
の
活
用
は
。

答
５
年
度
は
５０
％
程

度
と
認
識
し
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
等
は

発
信
で
き
て
い
な
い
。

　
加
盟
店
、
加
入
者
増
を

目
指
し
、
事
業
展
開
し
て

行
く
。

問
目
的
を
達
成
し
て

い
な
い
補
助
事
業

が
あ
る
。
集
落
任
せ
で
良

い
の
か
。

答
事
業
主
体
が
集
落

の
場
合
、
大
き
な

金
額
だ
と
集
落
負
担
も
大

き
く
な
る
。
今
年
度
か
ら

上
限
を
３
０
０
万
円
に
変

更
し
た
。
今
後
、
集
落
と

の
協
議
を
進
め
、
検
討
す

る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の

Ｐ
Ｒ
方
法
は
ど
の

よ
う
に
。

答
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ

シ
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、

来
町
者
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
を

実
施
、
更
な
る
Ｐ
Ｒ
に
努

め
る
。

問
団
員
報
酬
の
見
直

し
は
あ
る
か
。

答
現
在
、
内
部
検
討

中
だ
。

問
第
三
セ
ク
タ
ー
の

経
営
改
善
に
地
域

活
性
化
起
業
人
の
設
置
、

第
三
セ
ク
タ
ー
経
営
改
善

事
業
を
実
施
し
て
い
る

が
、
そ
の
効
果
は
。

問
子
宮
頸
が
ん
検

診
・
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
啓
発
は
。

答
対
象
者
に
は
通
知

を
し
て
い
る
が
、

検
診
・
接
種
率
は
伸
び
悩

ん
で
い
る
。
検
診
方
法
は

今
後
検
討
す
る
。

診
療
収
入
等

研
究
研
修
費

雇
用
促
進
奨
励

助
成
金

観
光
ア
プ
リ

導
入
委
託
料

農
業
施
設
整
備
事
業

補
助
金

ふ
る
さ
と
納
税

消
防
費

総
括
質
疑

子
宮
頸
が
ん
検
診
・

予
防
ワ
ク
チ
ン

国
民
健
康
保
険
施
設

特
別
会
計
　
　
　
　

高くなる経常収支

答
企
業
の
人
材
育
成

や
経
営
内
容
の
分

析
を
依
頼
し
、
経
営
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
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� （千円以下切り捨て）

会　計　名 歳　入 歳　出
賛　否

認　定 不認定

一 般 会 計 59億7405万円 58億6478万円 11 0

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 4億4620万円 4億4476万円 11 0

国民健康保険施設 3億6094万円 3億6004万円 11 0

後 期 高 齢 者 医 療 1億5511万円 1億5494万円 10 1（山岸）

介 護 保 険 事 業 7億9865万円 7億9316万円 11 0

介護老人保健施設 2億7805万円 2億7801万円 11 0

地域包括支援センター 728万円 728万円 11 0

簡 易 水 道 2億7761万円 2億4460万円 11 0

集 落 排 水 事 業 4億0730万円 3億3008万円 11 0

朝 日 財 産 区 1633万円 50万円 11 0

討論（討論者） 会計名 反対理由

反対討論（山岸委員） 後期高齢者医療特会 制度自体に反対

令和５年度各会計決算の議決状況

５年度決算の特徴�
　令和５年度の一般会計、特別会計を含めた総額は歳入８７億２１５７万円、歳出８４億７８２０万円、
歳入歳出差引額２億４３３６万円となっている。このうち一般会計では歳入５９億７４０５万円、歳出
５８億６４７８万円、歳入歳出差引額は１億９２７万円となっており、町税は前年度対比で２．６％減
となっている。
　財政の健全化を示す経常収支比率や実質公債費率、公債費負担比率等の数値は健全と判断されたが、
数値は年々悪化しており、今後の行財政改革が求められる。
　主な事業として、宮前遺跡発掘調査業務委託、薪エネルギー利活用事業、水道配水管布設工事、橋梁
補修工事等が挙げられる。（数字は千円単位切捨て）

令和５年度決算を認定
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代表監査委員　吉津　文裕　　議会選出監査委員　鈴木　好行

委員長　中野　大徳　　副委員長　酒井　右一

・簡易水道事業・集落排水事業ついて
　只見町簡易水道特別会計、只見町集落排水特別会計が令和６年度から※３公営企業会計に移行することは、
町民の負担増と今後の事業運営に支障を及ぼすことが想定される。
　このため、適切な長期運営計画と、財政計画の充実と運用を求める。

注釈　公営企業会計に移行することで、独立採算を求められることになる。
これによって、簡易水道事業や集落排水事業において、収支が赤字になれば、経営健全化のために
使用料金の値上げや、普通会計からの繰入れが必要となり、財政を圧迫するものとなる。

・自主財源の確保について
　歳入において、ふるさと納税等の特別寄付金はやや減少傾向にあり、自主財源の確保に向け、新たな取組み
を講ずることが望まれる。更には、収入未済額の早期解消を目指すこと。

・人口減少対策に関係する補助金について
　移住支援事業補助金、U・Iターン就業促進補助金、若者定住支援事業補助金、住宅取得支援事業補助金等、
人口減少対策に関わる補助金の活用が当初計画を下回っている。効果の上がらない事業の検証と、移住希望者
に対する新たな取り組みと、効果的なPRの検討を求める。

・只見町国民健康保険施設（朝日診療所）の運営について
　朝日診療所の運営について、今年度は医師の働き方改革や、常勤医師が不在となることから、入院、休日・
夜間診療が出来なくなり、診療収入の大幅な減収が見込まれる。
　医療体制の確立と、安定した診療所運営のためには、常勤医師の確保は急務である。一日でも早く医師を含
めた医療人材確保に努めること。

　決算審査に当たっては、「予算を議決した趣旨と目的に従って適正に、そして効率的に予算執行されたか」、
「その執行によって最大限の効果が発揮できたか」を主眼に審査した。

※一般会計
⑴　本町は財政力が低下し※１経常収支も８６．２％と危険ラインに近づいている。只見町中期財政見通しの趣

旨を踏まえ、特段の行財政改革を求める。
　また、年々税収が低下する中、税の不納欠損及び収入未済額が多額である。当局の特段の取り組みを求め、
これが解消するよう求める。

⑵　負担金、補助及び交付金並びに※２包括協定推進事業委託料などにその投資目的に見合う効果成果が乏しい
事案が散見される。また、只見町公共事案補助金交付規則に照らし、補助金交付決定の過程に疑義があり精
査に欠けると思われる事案があった。年々投資的経費が先細る中、負担金、補助及び交付金並びに委託料に
ついては、その考え方や制度設計に鑑み十分精査すると共に、只見町中期財政見通しに沿った行政執行を求
める。

※１　経常収支比率　一般的に７０〜８０%が適正水準といわれており、これを超えるとその地方自治体の財政の弾力性を失いつつあると考
えられている。

※２　包括協定推進事業　福島県地域創生総合支援事業（サポート事業、地域創生・市町村枠を活用）包括連携協定に基づき、アウトドア
アクティビティガイド育成のため講習会を実施した。また、只見町エコツーリズム発信のためにジャパンエコトラックルートの登録
などを実施。

※３　公営企業会計　公営企業会計とは、事業収入を主な財源として、独立採算の原則に基づいて特定の事業を経理する会計のこと。

決算審査監査意見

決算特別委員会審査意見

特段の行財政改革を求める!
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建物提案型公営住宅買取事業、
薪ボイラー設備整備工事費可決へ

◉電力・ガス・食料品等価格高騰対策
　一体型支援給付金

◉只見町犯罪被害者等支援条例

◉建物提案型公営住宅買取事業契約の締結

◉診療所レントゲンのデジタル撮影装置の購入

◉町長・副町長の給料の減額にかかる条例改正

◉コロナウイルスワクチン接種委託料

◉ただみ元気応援券を発行

問 処分の対象の範囲、減額の基準は。

答 過去の事例や近隣の町村の事例をもとにした。

320万円

1億4630万円

1815万円 1581万円

4027万円

教育委員会委員　矢沢　悟　氏を再任
任期：令和6年12月1日～令和10年11月30日

DV等犯罪被害者が安全で安心して暮らせるよう必要な支援が途切れることなく提供されるよう社会全体
で支えていくために条例を制定。県内23市町村が制定されている。南会津郡町村未制定であったが、今
回条例が提案され、議決される。

小林地内の町有地へ、町が定めた仕様に基づく公営住宅建築の買い取り事業
令和7年4月入居予定（1階車庫・2階居住スペース）単身向け2戸、世帯向け2戸

鮮明なレントゲン撮影装置
への更新

質疑

職員の個人住民税の不適切な事務処理に対する減給
9月給与月額を町長は20%、副町長は10%減給

6月3日現在、只見町に住所のある世帯対象、住民税非課
税、均等割り世帯への給付金。
当初5年度繰越金で支出予定の不足分の増額補正。
（105世帯対象予定）

高齢者の踏み違いによる運転事故防止
のための装置の取り付け補助金
半額補助、上限2万円

諸物価高騰に対する経済対策として、1人1万円の商品券を支給

高齢者等のワクチン接種
負担軽減のための委託料
自己負担2，500円

◉薪ボイラー設備整備工事2億6800万円
薪エネルギーの活用を図るため、間伐材を利用しむら湯、
湯ら里への加温給湯設備を整備

◉急発進防止装置購入補助金

20万円

7・8・9月会議

条例改正

補正予算

教育委員再任
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問
薪
ボ
イ
ラ
ー
建
設

事
業
の
財
源
は
。

答
県
よ
り
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

と
し
て
補
助
さ
れ
る
も
の

を
充
て
る
。

問
事
業
の
継
続
性
は

あ
る
の
か
。

答
１０
年
間
分
の
資
源

が
確
保
で
き
る
調

査
結
果
で
あ
り
、
関
係
者

と
今
後
も
十
分
協
議
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

問
間
伐
材
を
運
び
出

し
た
り
、
運
搬
し

た
り
と
い
う
費
用
に
つ
い

9月10日全員協議会
薪エネ町内循環の
取り組み動き出す!

　
初
め
に
町
長
よ
り
杉
沢

地
区
に
出
来
た
薪
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
町
内

か
ら
出
た
間
伐
材
等
を
利

用
し
薪
を
製
造
、
薪
ボ
イ

ラ
ー
の
原
料
、
薪
ス
ト
ー

ブ
用
の
薪
製
造
を
し
て
、

湯
ら
里
・
む
ら
湯
に
薪
ボ

イ
ラ
ー
設
備
建
設
。
森
林

に
お
け
る
未
利
用
材
を
町

内
循
環
の
仕
組
み
の
第
一

歩
と
し
た
い
。
ま
た
、
家

庭
で
の
薪
の
利
用
を
促
す

た
め
、
町
と
し
て
薪
ス
ト

て
は
ど
の
よ
う
に
し
て
捻

出
し
て
い
く
の
か
。

答
森
林
環
境
譲
与
税

な
ど
を
活
用
し
て

い
く
。

問
森
林
環
境
譲
与
税

を
薪
エ
ネ
ル
ギ
ー

以
外
に
も
使
っ
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
の
か
。

答
こ
の
税
に
つ
い
て

は
森
林
活
用
に
使

っ
て
い
く
も
の
だ
と
考
え

て
い
る
。

主
な
質
疑
応
答

　
只
見
線
広
場
に

１　
情
報
発
信

２　
町
民
生
活

３　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

４　
地
域
振
興

５　
ア
ウ
ト
ド
ア

　
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
を
作

り
、
八
十
里
峠
の
開
通
に

向
け
、
観
光
の
拠
点
、
町

民
の
生
活
基
盤
や
賑
わ

い
、
子
育
て
の
取
り
組
み

と
い
っ
た
多
岐
に
わ
た
る

複
合
施
設
建
設
に
向
け
た

説
明
が
あ
っ
た
。

問
五
つ
の
拠
点
は
全

て
必
要
か
。

答
必
要
と
考
え
提
案

し
て
い
る
。
見
直

し
が
必
要
と
な
れ
ば
考
え

る
が
、
現
時
点
で
は
五
つ

の
拠
点
で
考
え
て
い
る
。

問
観
光
公
社
が
管
理

運
営
と
あ
る
が
、

し
っ
か
り
と
し
た
運
営
体

薪
ボ
イ
ラ
ー
建
設
事
業

駅
前
複
合
施
設
建
設
事
業

町内循環システムの拠点として

まだまだ課題の多い管理運営体制

制
は
と
れ
る
の
か
。

答
人
材
確
保
は
求
め

て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
必
須
の
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。

問
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ィ

ー
ル
ド
拠
点
の
中

に
モ
ン
ベ
ル
シ
ョ
ッ
プ
は

必
要
な
こ
と
な
の
か
。

答
国
道
2
8
9
号
が

開
通
し
た
こ
と
を

考
え
、
企
業
の
考
え
も
只

ー
ブ
購
入
補
助
金
を
検
討

す
る
。

　
議
会
よ
り
指
摘
さ
れ
て

い
た
、
湯
ら
里
の
源
泉
及

び
施
設
改
修
事
業
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
当

初
予
算
に
源
泉
再
掘
削
予

算
を
計
上
。
施
設
改
修
は

新
社
長
等
と
協
議
の
う
え

進
め
て
い
き
た
い
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

見
町
に
は
そ
れ
な
り
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
い

う
目
で
見
て
い
る
の
で
必

要
な
も
の
と
考
え
る
。

問
生
活
の
拠
点
の
部

分
で
商
工
会
と
い

う
説
明
が
あ
る
が
、
事
業

者
に
細
か
な
説
明
は
し
て

い
る
の
か
。

答
町
の
経
済
を
支
え

て
き
た
商
工
事
業

者
に
ま
ず
は
話
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。今
後
、

更
な
る
協
議
を
進
め
て
い

く
。

質
疑
応
答
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総
務
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

経
済
常
任
委
員
会

◦
安
定
し
た
医
療
体
制
を

◦
只
見
町
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
在
り
方
は

◦
認
定
こ
ど
も
園

令
和
７
年
４
月
開
所
予
定

◦
複
合
施
設
は
ど
ん
な

施
設
に
な
る
の
か

◦
タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用
に
は

会
議
規
則
の
改
訂
が
必
要

すべて必要な施設なのか？

　
公
式
な
タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用
の
た
め
に
、
条
例
・
規

則
の
読
み
直
し
を
実
施
し
た
。

　
そ
の
結
果
、町
村
議
会
標
準
会
議
規
則
に
合
わ
せ
、

只
見
町
議
会
会
議
規
則
の
改
正
が
必
要
な
箇
所
が
見

つ
か
っ
た
。
同
時
に
「
電
子
機
器
の
取
り
扱
い
」
に

つ
い
て
明
文
化
が
必
要
で
あ
る
と
決
定
し
た
。
そ
の

内
容
は
細
か
く
規
定
を
定
め
る
の
で
は
な
く
、「
只

見
町
議
会
基
本
条
例
を
遵
守
す
る
こ
と
」
を
基
本
と

し
項
目
は
最
小
限
と
す
る
。

　
ま
た
、
実
情
に
沿
っ
て
い
な
い
規
定
が
見
つ
か
っ

た
た
め
、
資
料
と
し
て
合
わ
せ
て
議
長
に
報
告
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
議
会
全
体
と
し
て
、
電
子
機
器
利
用
の
理
解
を
深

め
る
た
め
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
め
た
い
。

　
I
C
T
化
調
査
研
究
の
最
終
協
議
事
項
は
「
議
員

全
員
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
購
入
を
予
算
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
。」

と
し
た
。

　
朝
日
診
療
所
は
常
勤
医
師
が
不
在
と
な
る
見
込
み
の
中
診
療

体
制
等
を
分
か
り
や
す
く
、
遅
滞
な
く
町
民
へ
情
報
周
知
す
る

よ
う
求
め
て
き
た
。

　
９
月
会
議
の
総
務
常
任
委
員
会
に
て
、
１０
月
か
ら
令
和
７
年

３
月
ま
で
の
診
療
体
制
が
示
さ
れ
た
。

　
平
日
の
診
療
は
、
福
島
県
立
医
科
大
学
外
医
療
機
関
よ
り
医

師
が
派
遣
さ
れ
診
療
が
行
わ
れ
る
。

　
今
後
１０
月
以
降
は
派
遣
医
師
に
よ
り
診
療
が
行
わ
れ
る
が
、

常
勤
医
師
不
在
で
あ
り
、
休
日
、
夜
間
等
を
含
め
た
診
療
体
制

に
つ
い
て
継
続
し
て
調
査
す
る
。

　
今
年
度
か
ら
、
只
見
町
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
在
り
方
検
討

会
が
発
足
し
て
い
る
が
、
核
と
な
る
診
療
所
の
医
療
体
制
が
安

定
し
て
い
な
い
た
め
、
実
質
の
検
討
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　
委
員
会
に
お
い
て
も
診
療
所
、介
護
施
設
の
現
状
を
把
握
し
、

継
続
し
て
調
査
し
て
い
く
。

　
認
定
こ
ど
も
園
は
、
来
年
４
月
開
所
予
定
で
あ
り
、
今
後
の

具
体
的
な
運
営
体
制
等
含
め
て
継
続
し
て
調
査
す
る
。

　
駅
前
複
合
施
設
整
備
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
道

の
駅
の
機
能
を
有
し
た
施
設
を
目
指
し
て
い
る
が
、

冬
期
間
の
雪
や
近
隣
町
民
の
こ
と
を
考
え
、
２４
時
間

利
用
可
能
な
施
設
と
し
て
は
考
え
て
い
な
い
。
町
民

の
買
い
物
や
買
い
物
支
援
も
出
来
る
よ
う
な
施
設
を

考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。
委
員
会
で
は
ま
だ
多
く
の

課
題
が
残
っ
て
い
る
と
判
断
し
、
今
後
も
慎
重
に
審

査
を
続
け
て
い
く
。

　
薪
ボ
イ
ラ
ー
事
業
は
施
設
整
備
完
了
後
の
運
営
に

つ
い
て
も
調
査
研
究
し
て
い
く
。
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南
会
津
地
方
環
境
衛
生
組
合

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

◦
２
つ
の
広
域
圏
組
合
が
統
合
へ

議
会
運
営
委
員
会

　
令
和
５
年
度
主
要
な
施
策
の
成
果
及
び

予
算
執
行
の
実
績
に
関
す
る
報
告
が
承

認
。
令
和
５
年
度
南
会
津
地
方
環
境
衛
生

組
合
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
が

議
決
、
令
和
６
年
度
南
会
津
地
方
環
境
衛

生
組
合
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）が

議
決
さ
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
令
和
６
年
南
会
津
地
方
環

境
衛
生
組
合
議
会
全
員
協
議
会
が
開
催
さ

れ
、
広
域
圏
組
合
と
環
境
衛
生
組
合
統
合

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

併
せ
て
統
合
に
係
る
構
成
町
村
の
議
会
で

議
決
を
要
す
る
議
案
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

◎
令
和
６
年
８
月
９
日（
金
）、
組
合
議

員
に
よ
る
管
内
の
消
防
本
部
・
署
・

各
出
張
所
・
各
分
遣
隊
を
視
察
し
た
。

◎
令
和
６
年
第
２
回
南
会
津
地
方
広
域

市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会
が
令
和

６
年
８
月
２９
日（
木
）開
催
さ
れ
、
令

和
５
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
と
一
般
会
計
補
正
予
算
が
可

決
さ
れ
た
。
両
議
案
の
内
容
は
以
下

の
と
お
り
。

令
和
５
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
歳
入
総
額
は
、
１３
億
９
４
１
１
万
円

で
、
前
年
度
に
比
較
し
３４・２
％
の
増
、

歳
出
総
額
は
１３
億
７
６
２
７
万
円
で

前
年
度
に
比
較
し
３７・
５
％
の
増
と
な

っ
た
。
主
な
事
業
は
、
消
防
出
張
所
・

分
遣
所
庁
舎
整
備
事
業
の
実
施
に
伴
う

も
の
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
で
前

年
度
繰
越
金
１
３
７
９
万
円
。
歳
出
は

財
政
調
整
基
金
へ
６
９
５
万
円
の
積
立

て
と
予
備
費
に
７
１
８
万
円
が
お
も
で

あ
る
。

６
月
１２
日　
６
月
会
議
に
係
る
追
加
議
案

等
に
つ
い
て
協
議

・
工
事
請
負
契
約
２
件

・
朝
日
財
産
区
管
理
委
員
選
任
同
意
７
件

６
月
２８
日　
所
管
事
務
調
査

・
議
員
の
な
り
手
不
足

・
行
政
視
察

７
月
２２
日　
７
月
会
議
提
出
議
案
に
つ
い

て
協
議

・
一
般
会
計
補
正
予
算

・
陳
情
結
果
１
件

８
月
５
日　
所
管
事
務
調
査

・
議
員
の
な
り
手
不
足

・
議
会
改
革

・
電
子
情
報
処
理
組
織
活
用

８
月
２３
日　
８
月
会
議
提
出
議
案
に
つ
い

て
協
議

・
条
例
改
正
２
件

・
契
約
案
件
１
件

・
財
産
の
取
得
１
件

・
一
般
会
計
補
正
予
算

９
月
４
日　
９
月
会
議
提
出
議
案
に
つ
い

て
協
議

・
請
願
・
陳
情

・
９
月
会
議
の
日
程
等

①
消
防
出
張
所
・
分
遣
所
庁
舎
整
備
基

本
計
画
の
改
定（
案
）に
つ
い
て

②
消
防
出
張
所
・
分
遣
所
庁
舎
整
備
事

業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

③
広
域
圏
組
合
と
環
境
衛
生
組
合
統
合

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

④
統
合
に
係
る
構
成
町
村
の
議
会
で
議

決
を
要
す
る
議
案
に
つ
い
て

全
員
協
議
会
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町のこと、議会のことについて想いを聞きました。

町民の声町民の声
�

５０
代　
男
性　

　
私
は
約
２０
年
前
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
只
見

町
に
帰
っ
て
来
ま
し
た
。
都
会
に
憧
れ
て
高

校
を
卒
業
す
る
と
、
親
元
を
離
れ
た
一
人
で

す
。
帰
っ
て
き
て
、
将
来
只
見
町
は
無
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
ま

ず
子
供
が
少
な
い
、
少
子
化
だ
け
の
理
由
で

子
供
が
少
な
い
の
だ
ろ
う
か
？
子
供
が
少
な

い
と
い
う
こ
と
は
親
が
少
な
い
、
私
の
同
級

生
、
先
輩
・
後
輩
何
人
只
見
町
に
残
っ
て
い

る
だ
ろ
う
？
親
元
を
離
れ
就
職
し
、
家
庭
を

持
ち
両
親
が
高
齢
に
な
り
、
心
配
で
Ｕ
タ
ー

ン
を
し
た
い
が
様
々
な
理
由
が
あ
り
、
帰
れ

な
い
方
々
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
一
度
親
元

を
離
れ
生
活
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
悪
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
育
て
世
代
に
な
っ

た
時
に
、
や
っ
ぱ
り
只
見
町
で
子
育
て
が
し

た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。“
や
さ
し
い
町 

只
見
町
”
福
祉
・
介
護
・
医
療
の
充
実
、
希

望
を
書
け
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
町

長
、
議
員
の
方
々
色
々
な
考
え
や
意
見
が
あ

り
大
変
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
良
い
町

づ
く
り
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
応
援
し
て
い

ま
す
。 や

さ
し
い
町
に

町
の
活
性
化
を
願
う

�

３０
代
男
性　

　
今
、只
見
町
が
直
面
し
て
い
る
様
々
な
問
題（
人

口
減
少
、高
齢
化
な
ど
）は
、自
然
現
象
の
一
環
で

あ
り
、
特
に
大
き
な
問
題
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ

ん（
予
測
通
り
の
為
）。た
だ
、変
わ
り
ゆ
く
環
境
に

対
し
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
、
対
応
し
て

き
た
か
で
結
果
が
大
き
く
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

　
問
題
解
決
を
す
る
に
あ
た
り
、
先
ず
は
活
性
力

を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
町
・
議
会
・
町
民
の
意
思
は
共
通
で
す
。
同
じ

方
向
を
向
き
、
士
気
を
上
げ
、
協
力
し
合
え
る
関

係
を
築
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
例
え
ば
、
地
域
の
特
性
や
観
光
資
源
を
明
確
に

す
る
。
そ
れ
を
最
大
限
に
活
か
す
方
向
で
、
観
光

客
に
訴
求
す
る
戦
略
を
立
て
る
。
町
民
に
は
豊
か

さ
を
享
受
で
き
る
仕
組
み
を
見
え
る
化
し
、
意
見

を
集
う
。

　
一
つ
一
つ
の
目
標
を
全
員
で
真
剣
に
取
り
組
み
、

解
決
す
る
こ
と
が
地
域
の
活
性
化
と
な
り
ま
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど

の
課
題
改
善
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
の
活
力
が
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
で
あ

る
た
め
に
、
活
気
溢
れ
る
バ
ト
ン
を
繋
い
で
い
た

だ
け
る
よ
う
次
世
代
を
担
う
若
者
と
し
て
、
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
９
月
の
週
末
に
３
保
育
所
で

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
護
者
や
祖
父
母
の
方
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
が

応
援
に
か
け
つ
け
て
く
れ
て
い

ま
し
た
。
年
少
さ
ん
の
踊
り
で

は
「
め
げ
ー
な
ー
」
と
ニ
コ
ニ

コ
の
笑
顔
に
、
年
長
さ
ん
の
リ

レ
ー
で
は
「
が
ん
ば
れ
ー
！
」

と
大
き
な
声
援
が
飛
び
交
い
ま

し
た
。

　
保
育
所
で
の
運
動
会
で
は
最

後
と
な
り
、
来
年
か
ら
は
認
定

こ
ど
も
園
で
の
大
人
数
で
の
運

動
会
と
な
り
ま
す
。
更
に
活
気

の
あ
る
運
動
会
と
な
る
こ
と
が

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

町
内
３
保
育
所
で

運
動
会

表
紙
の
写
真
に
想
う
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Ｑ
交
通
量
の
増
加
の

見
込
み
は
。

Ａ
現
在
は
3
0
0
台

／
日
だ
が
、
開
通

後
は
1
，8
0
0
台
／
日

と
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ
周
辺
道
路
の
拡
幅

工
事
の
予
定
は
。

Ａ
一
部
対
応
を
予
定

し
て
い
る
。

Ｑ
周
辺
道
路
（
只
見

町
内・南
会
津
町・

金
山
町
）
の
夜
間
の
除
雪

体
制
整
備
の
進
捗
は
。

Ａ
建
設
業
関
係
者
と

相
談
し
、
区
間
外

も
検
討
す
る
。

　
７
月
９
日
に
南
会
津
地

方
町
村
議
会
議
員
大
会
が

開
催
さ
れ
、
南
会
津
郡
の

議
会
議
員
全
員
が
一
同
に

集
ま
り
ま
し
た
。
国
会
議

員
、
県
議
会
議
員
が
来
賓

で
招
か
れ
て
い
る
中
、
福

島
県
へ
要
望
事
項
を
伝
え

ま
し
た
。

　
期
成
同
盟
会
の
翌
日
に

新
潟
県
央
基
幹
病
院
を
視

察
し
ま
し
た
。

　
ご
多
用
の
中
、
院
長
自

ら
案
内
・
質
疑
の
時
間
を

設
け
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

只
見
町
側
か
ら
の
国
道
２

８
９
号
は
「
命
の
道
」
に

な
る
と
の
発
言
に
、
院
長

は
「
只
見
町
か
ら
の
救
急

外
来（
Ｅ
Ｒ
）は
断
ら
な
い

方
針
」
と
明
言
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
１０
月
１
日

の
「
三
条
市
・
只
見
町
・

　7月24日に八十里越期成同盟会の総会がありました。この会は国道289号八十里越の開通
を促進、機運を高めることを目的とした組織となります。構成会員は只見町・三条市の首長と議
会議員であり、令和8年秋～令和9年夏頃の開通の見込みであると説明がありました。（開通直後
は冬季の通行は不可）只見町議会から、国・福島県・新潟県への質疑と回答は以下のとおり。

八十里越期成同盟会総会が開催

Ｑ
携
帯
電
話
が
繋
が

る
よ
う
に
電
波
塔

の
整
備
を
要
望
す
る
。

Ａ
両
県
か
ら
要
望
い

た
だ
い
て
い
る
が
、

総
務
省
か
ら
は
厳
し
い
と

聞
い
て
い
る
。

Ｑ
暫
定
開
通
（
冬
季

は
通
行
不
可
）
の

解
消
見
込
み
時
期
は
。

Ａ
具
体
的
な
時
期
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
駐
車
エ
リ
ア
の
整

備
の
考
え
は
。

Ａ
現
時
点
で
は
な
い
。

　
只
見
町
議
会
は
「
へ
き

地
診
療
所
の
常
勤
医
師
の

確
保
に
つ
い
て
」「
一
般
国

道
２
８
９
号
八
十
里
越
区

間
の
開
通
に
向
け
た
周
辺

道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い

て
」
を
要
望
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。（
医
師
の
確
保
の

全
文
は
前
号
の
１
７
６
号

８
項
に
掲
載
）

県
央
基
幹
病
院 

医
師
養

成
の
協
定
」
締
結
と
な
り

ま
し
た
。

新
潟
県
央
基
幹
病
院
へ
視
察

南
会
津
地
方
町
村
議
会
議
員
大
会
が
開
催

※
Ｅ
Ｒ
型
救
急
医
療
で

は
、
救
急
医
が
す
べ
て

の
救
急
患
者
の
初
期
治

療
を
担
当
し
、
必
要
に

応
じ
て
各
専
門
医
師
へ

引
き
継
ぐ
と
い
う
体
制

で
診
療
が
行
わ
れ
ま
す
。

救急外来の受入を要望

議会を代表し齋藤議員が演壇へ

工事区間での説明
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Vol.41

議会運営委員会って

� なあに？ブナりん イワっぺ

アカショウちゃん

只見町キャラクター ©Tadami

只見町議会中継は、
只見町議会ホームページから
視聴できます。

議長　おや、みんな集まってどうしたの？

アカショウちゃん　会議を
開く前の会議なんだね！

ブナりん　あらかじめ相談しておけば会議
もうまくいきそうだね！

イワっぺ　アカショウちゃんはいっつも勝
手におしゃべりして困るんだよなー。

アカショウちゃん　イワっぺだってそう
じゃないか！

議長　まあまあ、ふたりとも落ち着いて。
会議がスムーズに進行できるよう規則につい
て相談するところでもあるんだ。その他、町
民からの陳情や請願をどの委員会に付託する
かを決めたり、議会の組織や権限についての
きまりを協議するのも議会運営委員会なんだ。

イワっぺ　そうかあ、ぼくたちも議運を開
こうね！

アカショウちゃん　議長も山の文化祭に
来てよね！

議長　わかったよ！招集通知を待ってるね！

ブナりん　こんど山の文化
祭の相談をしなきゃいけない
んだけど、どうしたらいいの
かわからなくって。議会では
どうしてるの？

議長　そうかあ、そういう
時は議会運営委員会を開くん
だよ。

イワっぺ　ぎかい？うん、、
？？それなあに？

議長　略して議運ともいうんだけど、議会
の日程を決めたり議案の内容を審議したり相
談する会なんだよ。

議長　そうだね、議会も役場もそれぞれに
予定があるから、みんなの都合が合うように
相談して調整しているんだ。
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町
を
想
い
10
名
が

一般質問

町
政
を
問
う

ブナりん

議員が行政全般（役場の仕事全般）に
対して、方針を問い、政策の提言な
どを行なうことです。

一般質問とは

各議員のところにＱＲコードを
付けてみました。
一般質問の様子が見れます。
ぜひ見てね！
＊注　２名が一緒の録画動画になっています。

■ ⻆田　　誠　……………………14
若者の定住促進と交流推進政策とは

■ 小沼　信孝　……………………15
町政で力を入れ取り組んだことは

■ 矢沢　明伸　……………………16
４年間の渡部町政の政策の評価は

■ 齋藤　　猛　……………………17
訪問看護ステーションの進捗状況は

■ 平山真恵美　……………………18
子どもを支える意識の醸成を

■ 酒井　右一　……………………19
認定こども園開設と小学校統合は

■ 中野　大德　……………………20
国道の危険箇所早急な対応を

■ 目黒　道人　……………………21
町民プール、なぜ再開しないのか

■ 菅家　　忠　……………………22
公共施設等総合管理計画の進捗は

■ 山岸　国夫　……………………23
難聴者への補聴器購入補助を
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⻆
つの

田
だ

　誠
まこと

議員

若者の定住促進と
交流推進政策とは
� 答 町補助金等の活用を周知し需要に応える

問
町
営
住
宅
の
入
居

率
が
高
い
と
は
言

え
な
い
が
定
住
促
進
住
宅

の
建
築
が
盛
ん
に
実
施
さ

れ
て
い
る
。
何
故
か
。

答
町
営
住
宅
は
公
営

住
宅
法
に
基
づ
き

国
庫
補
助
に
よ
り
低
所
得

者
に
賃
貸
す
る
目
的
で
整

備
し
た
住
宅
で
あ
り
入
居

率
は
７１
%
と
低
く
空
室
は

１４
戸
で
あ
る
。
定
住
促
進

住
宅
は
只
見
町
へ
の
定
住

を
促
進
す
る
た
め
、
所
得

に
よ
る
入
居
制
限
を
設
け

な
い
こ
と
で
幅
広
い
方
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
宅

と
し
て
整
備
し
て
い
る
。

問
既
存
の
町
営
住
宅

の
耐
震
補
強
や
リ

フ
ォ
ー
ム
を
施
し
、
入
居

者
の
安
心
安
全
を
確
保
す

る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
。

答
只
見
町
町
営
住
宅

長
寿
命
化
計
画
に

基
づ
き
国
庫
補
助
金
を
活

用
し
実
施
し
て
い
る
所
で

あ
る
。

問
青
年
団
は
町
内
三

地
区
で
活
動
し
て

い
た
が
、
現
在
は
明
和
青

年
団
し
か
活
動
し
て
い
な

い
。
青
年
団
活
動
は
若
者

間
、
地
域
間
の
交
流
促
進

の
根
幹
を
成
す
も
の
で
あ

り
、
定
住
離
れ
や
孤
立
解

消
の
一
翼
で
あ
る
。
持
続

と
復
活
を
町
と
し
て
支
援

し
、
交
流
促
進
を
図
る
こ

と
で
人
口
減
少
抑
止
策
に

大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え

る
が
認
識
と
見
解
は
。

答
ご
認
識
の
通
り
青

年
団
活
動
は
明
和

青
年
団
の
み
で
あ
る
。
団

員
減
少
等
の
課
題
を
抱
え

な
が
ら
活
動
を
継
続
さ
れ

て
お
り
、
現
在
行
っ
て
い

る
社
会
教
育
団
体
育
成
補

助
金
の
交
付
を
は
じ
め
、

団
の
主
体
的
な
活
動
や
課

題
検
討
を
支
援
し
て
い
く
。

問
全
体
的
に
役
場
職

員
の
業
務
が
追
い

つ
い
て
な
い
。職
員
一
人
当

た
り
の
業
務
量
は
適
正
で

あ
る
か
。既
に
キ
ャ
パ
オ
ー

バ
ー
の
意
見
が
あ
る
が
。

答
超
勤
が
多
い
部
署

も
あ
る
た
め
業
務

量
が
多
い
の
は
間
違
い
な

い
。
課
内
で
平
準
化
を
図

り
事
務
見
直
し
を
行
い
、

業
務
負
担
の
軽
減
と
平
準

化
に
努
め
て
い
く
。

問
正
当
な
残
業
代
は

支
払
わ
れ
て
い
る

か
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
一

切
な
い
か
。

答
超
過
勤
務
命
令
簿

で
時
間
管
理
し
て

お
り
勤
務
手
当
を
支
給
し

て
い
る
た
め
基
本
的
に
サ

ー
ビ
ス
残
業
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

青年団活動は交流促進の根幹である
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小
お

沼
ぬま

信
のぶ

孝
たか

議員

問
渡
部
町
政
が
４
年

目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
、
こ
の
４
年
間

最
も
力
を
入
れ
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
は
何
か
。

答
掲
げ
た
政
策
目
標

は
『
只
見
町
の
将

来
に
向
か
っ
て
行
動
す
る

町
づ
く
り
』
と
し
、
そ
の

中
に
幾
つ
か
の
テ
ー
マ
を

掲
げ
取
り
組
ん
で
き
た
。

町
政
で
力
を
入
れ

取
り
組
ん
だ
こ
と
は

�

答
テ
ー
マ
を
掲
げ
取
り
組
ん
だ

問
テ
ー
マ
の
一
つ
と

し
て
「
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
」
を

掲
げ
て
い
る
が
、
今
、
町

民
が
最
も
心
配
し
て
い
る

こ
と
は
、
診
療
所
の
問
題

だ
。

　
医
師
確
保
に
一
生
懸
命

取
り
組
ん
で
い
る
と
理
解

す
る
。
だ
が
、
せ
め
て
看

取
り
入
院
だ
け
で
も
出
来

る
よ
う
に
し
て
い
く
考
え

は
な
い
か
。

答
先
生
方
関
係
機
関

と
協
議
し
て
い
る

最
中
で
あ
り
、
私
か
ら
そ

う
い
う
こ
と
を
話
す
と
混

乱
を
招
く
と
思
わ
れ
る
た

め
今
は
話
せ
な
い
状
況
だ
。

問
い
ろ
ん
な
こ
と
は

あ
る
と
思
う
が
、

町
長
と
し
て
「
こ
う
し
た

い
」「
こ
う
考
え
る
」
等
の

方
向
性
を
聞
い
て
い
る
。

答
看
取
り
入
院
が
出

来
る
こ
と
は
望
ま

し
い
と
思
う
の
で
、
そ
の

努
力
は
し
て
い
る
。

問
こ
の
先
町
長
を
続

け
る
考
え
で
あ
れ

ば
、
し
っ
か
り
と
、
そ
こ

に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
と
い
っ
た
考
え
で
な

い
と
困
る
。

答
そ
の
よ
う
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問
多
く
の
事
業
を
進

め
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
情
報
の
周
知
が
遅

い
と
い
う
町
民
の
声
も
あ

る
。
し
っ
か
り
と
し
た
町

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
、
早
め
に
情
報
を
出
す

と
い
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
速
や
か
な
情
報
開

示
を
心
が
け
た
い

が
、
こ
と
医
療
に
つ
い
て

は
県
か
ら
の
情
報
開
示
解

禁
日
と
い
う
も
の
も
あ
り
、

そ
の
辺
の
事
情
は
ご
理
解

頂
き
た
い
。
そ
の
ほ
か
の

事
業
の
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
は
し
っ
か
り
と
情

報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

このままでいいのか朝日診療所！
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矢
や

沢
ざわ

明
あき

伸
のぶ

議員

４年間の渡部町政の
政策の評価は
� 答 医療問題、後退している　
� 医師確保努力していきたい

問
渡
部
町
政
は
「
只

見
町
の
将
来
に
向

か
っ
て
行
動
す
る
ま
ち
づ

く
り
」
と
し
て
政
策
目
標

を
掲
げ
取
り
組
ま
れ
て
き

た
が
、
そ
の
実
績
、
評
価

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
、

さ
ら
に
今
後
の
進
退
表
明

は
。答

政
策
目
標
の
実
績

評
価
、
特
に
医
療

問
題
、
診
療
所
の
医
師
確

保
に
つ
い
て
は
逆
に
後
退

し
、
町
民
に
不
安
を
与
え

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に

責
任
を
感
じ
て
い
る
。
医

療
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

努
力
す
る
。
五
つ
の
指
標

問
今
般
１０
年
後
の
農

地
を
誰
が
利
用
す

る
の
か
、
農
業
の
方
向
を

示
す
「
地
域
計
画
」
の
策

定
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、

耕
作
放
棄
地
等
の
対
策
が

大
き
な
課
題
で
な
い
か
。

答
農
地
に
つ
い
て
は

集
落
内
合
意
に
よ

っ
て
耕
作
放
棄
地
解
消
に

向
け
た
対
策
を
支
援
し
、

担
い
手
へ
の
集
積
を
図

り
、
景
観
、
生
活
環
境
、

鳥
獣
被
害
対
策
に
有
効
な

施
策
を
研
究
し
耕
作
放
棄

地
対
策
に
あ
た
っ
て
い
き

た
い
。

問
医
療
体
制
が
最
優

先
課
題
、
農
地
の

耕
作
放
棄
地
等
の
課
題
、

両
方
と
も
早
急
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。

答
医
療
の
課
題
、
農

地
に
つ
い
て
は
時

代
背
景
と
し
て
終
わ
ら
せ

る
こ
と
な
く
、
只
見
町
が

生
き
残
れ
る
よ
う
日
常
生

活
の
安
定
と
い
う
お
質
し

も
あ
り
、
引
き
続
き
努
力

す
る
。

耕
作
放
棄
地
対
策
は

喫
緊
の
課
題
で
な
い
か

�

答
深
刻
な
問
題
と
認
識
し
て
い
る

に
よ
る
種
々
の
施
策
に
つ

い
て
は
方
向
性
を
よ
う
や

く
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
２
期
目
に
意
欲
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
表
明
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

問
４
年
間
の
政
策
目

標
の
実
績
評
価
の

中
で
、
今
後
最
大
限
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
施
策
は
何
か
。

答
間
違
い
な
く
喫
緊

の
課
題
は
朝
日
診

療
所
の
医
師
の
体
制
で
あ

る
。
従
来
の
環
境
か
ら
し

て
著
し
く
町
民
の
方
々
が

不
安
に
思
わ
れ
た
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
結
果
と
し

て
出
せ
る
よ
う
引
き
続
き

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い

く
。問

振
興
計
画
の
町
民

ア
ン
ケ
ー
ト
に

「
日
常
生
活
の
不
安
を
な

く
す
こ
と
が
必
要
」
と
の

記
述
が
あ
る
。
日
常
生
活町民の安心な生活のよりどころ・朝日診療所

の
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と

が
最
優
先
課
題
で
、
地
域

的
に
医
療
体
制
も
こ
う
あ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
日
常
生
活
の
充

実
、
正
に
そ
の
も

の
だ
と
考
え
る
。
医
療
、

か
か
り
つ
け
医
の
体
制
は

必
要
と
考
え
る
。
引
き
続

き
努
力
す
る
。
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齋
さい

藤
とう

　猛
たけし

議員

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

進
捗
状
況
は

�
答
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
検
討
中

問
遠
隔
診
療
の
運
営

計
画
は
。

答
８
月
よ
り
看
護
師

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

持
っ
て
診
療
開
始
。

問
訪
問
介
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
遠
隔
診

療
は
、
町
長
の
構
想
通
り

進
ん
で
い
る
か
。

答
南
会
津
郡
内
の
医

師
の
指
示
で
動
け

安心できる医療体制を

る
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
ほ
し
い
が
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
検
討

中
で
あ
る
。

　
遠
隔
診
療
は
、
タ
ブ
レ

ッ
ト
等
の
環
境
を
整
備
し

て
ほ
か
の
医
療
機
関
の
医

師
と
連
携
で
き
る
診
療
環

境
を
段
階
的
に
目
指
し
て

い
き
た
い
。

問
訪
問
介
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
６
月
か

ら
現
在
ま
で
の
検
討
事
項

は
。答

訪
問
介
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
目
指
す

か
訪
問
介
護
を
続
け
る

か
、
現
在
の
９
名
の
看
護

師
で
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
開
設
し
た
場
合
、

残
り
の
看
護
師
で
診
療
所

を
運
営
で
き
る
か
検
討
し

て
い
る
が
診
療
所
の
医
師

の
体
制
が
大
き
く
関
わ
っ

て
く
る
の
で
結
論
は
出
て

い
な
い
。

問
全
員
協
議
会
で
表

明
さ
れ
た
町
長
の

医
師
確
保
の
案
は
、
実
行

さ
れ
た
か
。

答
地
域
医
療
に
理
解

が
あ
り
貢
献
い
た

だ
け
る
方
を
知
事
、
副
知

事
、
医
療
人
材
対
策
、
地

域
医
療
振
興
協
会
等
に
お

願
い
し
、
あ
ら
ゆ
る
方
法

で
医
師
の
確
保
を
図
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

問
町
村
会
と
し
て
医

療
問
題
を
知
事
に

要
望
し
た
成
果
は
。

答
福
島
県
の
負
担
で

民
間
の
会
社
を
使

っ
て
朝
日
診
療
所
を
最
優

先
に
医
師
の
募
集
を
今
後

展
開
し
て
い
く
。
と
の
返

答
。問

遠
隔
診
療
に
つ
い

て
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

ど
れ
く
ら
い
の
診
療
が
で

き
る
の
か
。

答
訪
問
診
療
を
受
け

て
い
た
患
者
で
状

態
の
安
定
し
た
方
の
血
圧

測
定
、
薬
の
処
方
を
行
っ

て
い
る
。

　
３
ヶ
月
に
一
度
の
対
面

診
療
で
状
態
に
変
化
が
な

け
れ
ば
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
遠

隔
診
療
を
行
っ
て
い
る
。

問
ド
ク
タ
ー
カ
ー
を

使
う
リ
モ
ー
ト
診

療
を
今
後
検
討
さ
れ
る
予

定
は
な
い
か
。

答
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

っ
た
遠
隔
診
療
を

行
っ
て
い
る
の
で
す
ぐ
に

導
入
す
る
と
い
う
こ
と
は

な
い
が
代
替
可
能
な
も
の

を
含
め
検
討
し
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
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平
ひら

山
やま

真
ま

恵
え

美
み

議員

問
地
域
全
体
で
子
ど

も
の
育
ち
を
支
え

る
に
は
意
識
の
醸
成
が
重

要
だ
が
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
。

答
社
会
が
多
様
化
す

る
中
で
、
悩
み
を

抱
え
る
養
育
者
や
ス
ト
レ

ス
を
感
じ
る
子
ど
も
が
増

加
し
て
お
り
現
状
を
重
く

見
て
い
る
。
子
ど
も
の
育

ち
を
支
え
る
た
め
、
地
域

全
体
で
共
通
認
識
を
持

ち
、
地
域
と
連
携
し
必
要

な
支
援
を
進
め
て
い
く
。

子どもを支える
意識の醸成を
� 答 共通認識を持つ連携体制を構築

問
乳
幼
児
期
か
ら
青

年
期
ま
で
の
方
針

を
明
文
化
し
、
政
策
に
反

映
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答
町
民
と
と
も
に
目

指
す
子
育
て
環
境

を
共
有
し
、
地
域
が
一
体

と
な
り
子
ど
も
を
支
え
る

意
識
の
醸
成
を
目
標
と
し

て
い
る
。
平
成
２７
年
に

「
只
見
町
子
育
て
支
援
・

少
子
化
対
策
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
し
、

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
支

援
を
基
本
理
念
に
定
め
て

い
る
。
今
後
は
「
第
３
期

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
策
定
に
向
け
、

具
体
的
な
事
業
計
画
づ
く

り
を
進
め
る
。

問
子
ど
も
た
ち
の
権

利
を
守
る
子
育
て

支
援
政
策
の
進
捗
は
ど
う

か
。答

少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
の
権
利
を
守

る
包
括
的
な
支
援
は
重
要

で
あ
る
。
ま
た
、
行
政
の

取
組
が
縦
割
り
に
な
り
が

ち
な
点
も
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

専
門
性
と
マ
ン
パ
ワ
ー
を

活
用
し
、
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
を
整
備
す
る
。

問
認
定
こ
ど
も
園
設

置
後
の
包
括
的
な

支
援
政
策
の
見
通
し
は
ど

う
か
。

答
朝
日
保
育
所
を

「
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
」に
移
行
し
、

教
育
と
保
育
を
統
合
す
る

こ
と
を
町
と
し
て
大
き
な

転
機
と
捉
え
て
い
る
。
こ

れ
を
機
に
、
地
域
で
の
育

当
事
者
を
尊
重
し
た

政
策
推
進
を

�

答
包
括
的
な
子
育
て
支
援
政
策
を
重
視

て
支
援
の
あ
り
方
を
見
直

し
、
充
実
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

問
伴
奏
型
子
育
て
支

援
の
検
討
状
況
は

ど
う
か
。

答
伴
奏
型
の
子
育
て

支
援
の
重
要
性
を

認
識
し
て
お
り
、
地
域
全

体
で
子
育
て
を
考
え
る
体

制
づ
く
り
も
「
只
見
町
子

ど
も
子
育
て
会
議
」
の
中

で
検
討
し
て
い
く
。

地域ぐるみで子育てを
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酒
さか

井
い

右
ゆう

一
いち

議員

問
児
童
数
が
激
減
し

て
い
る
。
複
式
学

級
も
増
加
し
て
い
る
一
方
、

中
学
校
は
統
合
さ
れ
、
新

た
な
こ
ど
も
園
も
一
部
統

合
さ
れ
る
。
現
状
で
は
小

学
校
だ
け
三
箇
所
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

認
定
こ
ど
も
園
開
設
と

小
学
校
統
合
は

�
答
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
実
現
に
努
め
る

答
町
と
し
て
も
深
刻

に
受
け
止
め
て
い

る
。
中
学
校
は
平
成
１９
年

に
統
合
と
な
り
、
保
育
所

の
一
部
統
合
の
検
討
が
進

ん
で
い
る
中
、
小
学
校
に

つ
い
て
も
今
後
の
児
童
数

の
推
移
を
見
据
え
、
よ
り

良
い
教
育
環
境
の
在
り
方

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
「
只
見
町
立
小

学
校
在
り
方
検
討
懇
談

会
」
に
お
い
て
対
応
策
を

議
論
し
て
い
る
。

問
朝
日
小
学
校
改
築

に
あ
わ
せ
て
町
内

の
小
学
校
を
統
合
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
「
只
見
町
立
小
学

校
在
り
方
検
討
懇

談
会
」
で
小
学
校
の
在
り

方
が
検
討
さ
れ
て
い
る
現

状
で
あ
る
の
で
、
現
時
点

で
は
統
合
の
具
体
的
な
考

え
は
持
っ
て
い
な
い
。

問
改
築
さ
れ
る
認
定

こ
ど
も
園
と
小
学

校
の
併
設
は
で
き
な
い
か
。

答
効
率
的
な
施
設
運

営
や
子
ど
も
た
ち

に
連
続
し
た
教
育
環
境
を

提
供
す
る
観
点
か
ら
、
併

設
と
い
う
選
択
肢
も
あ
る

と
思
う
。
現
段
階
で
は
具

体
的
な
計
画
は
な
い
が
、

引
き
続
き
議
会
、
地
域
の

意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
よ

り
良
い
教
育
環
境
の
実
現

に
努
め
て
い
く
。

現状に合わせた教育環境の整備を
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中
なか

野
の

大
たか

德
のり

議員

国道の危険箇所
早急な対応を
� 答 国、県へ要望し改良促進をお願いしている

問
危
険
箇
所
等
の
改

良
を
進
め
て
い
る

が
、
現
在
の
状
況
は
。

答
南
会
津
建
設
事
務

所
と
の
地
域
課
題

検
討
会
や
各
期
成
同
盟
会

の
中
で
、
県
及
び
国
へ
の

要
望
活
動
を
実
施
し
、
改

良
促
進
を
お
願
い
し
て
い

る
。
現
在
の
只
見
地
区
の

駅
前
交
差
点
に
つ
い
て
は

既
に
着
工
済
と
な
っ
て
お

り
年
内
の
完
了
予
定
と
な

っ
て
い
る
。
大
倉
地
区
の

歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
用

地
の
取
得
中
で
あ
り
、
工

事
に
つ
い
て
は
来
年
度
着

工
予
定
で
あ
る
。

問
常
勤
医
師
が
不
在

と
な
っ
て
い
る
が

町
長
の
考
え
は
。

答
１０
月
１
日
か
ら
は

常
勤
医
師
が
不
在

と
な
る
状
況
だ
。
早
急
に

常
勤
医
師
を
確
保
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
現
在
、

県
と
協
力
し
、
県
外
か
ら

の
医
師
移
住
・
定
住
促
進

の
た
め
の
「
ふ
く
し
ま
医

師
移
住
定
住
促
進
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、
医
療
採

用
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た

常
勤
医
師
の
募
集
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
県
及
び
医

療
人
材
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
者
と

と
も
に
、
応
募
い
た
だ
く

医
師
の
希
望
に
合
わ
せ
た

業
務
内
容
、
勤
務
要
件
に

柔
軟
に
対
応
で
き
る
体
制

早
急
に
常
勤
医
師
の

確
保
を

�

答
県
と
協
力
し
、
努
力
す
る

や
医
師
が
働
き
や
す
い
環

境
を
整
え
る
と
い
っ
た
話

し
合
い
を
進
め
て
い
る
。

働
き
や
す
い
環
境
や
休
日

の
確
保
な
ど
は
医
師
の
希

望
要
件
に
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
て
い
る
と
い
っ

た
事
業
者
の
話
も
あ
り
真

摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

医
師
か
ら
オ
フ
ァ
ー
を
待

つ
ば
か
り
で
な
く
、
町
と

し
て
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。
常
勤
医
師
確
保
の
た

め
に
、
日
々
努
力
す
る
。

問
町
内
国
道
に
は

様
々
な
危
険
箇
所

が
見
受
け
ら
れ
る
。
只
見

川
の
河
川
整
備
計
画
に
伴

い
、
多
く
の
ダ
ン
プ
カ
ー

が
、
国
道
２
５
２
号
、
２

８
９
号
を
往
来
し
て
い

る
。
更
に
、
只
見
線
全
線

開
通
に
伴
い
増
加
し
た

「
撮
り
鉄
」
と
言
わ
れ
る

人
々
や
観
光
客
も
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。

答
様
々
な
機
会
を
利

用
し
て
要
望
活
動

を
実
施
し
て
い
る
。
国
道

２
５
２
号
線
に
つ
い
て

は
、
歩
道
は
な
か
な
か
優

先
順
位
が
上
が
ら
な
い
。

町
と
し
て
道
路
幅
員
を
確

保
し
な
い
と
危
険
箇
所
が

消
え
な
い
と
い
う
こ
と
で

要
望
は
続
け
て
い
く
。危険箇所の解消を
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目
め

黒
ぐろ

道
みち

人
と

議員

問
職
員
の
不
適
切
な

事
務
処
理
は
こ
れ

ま
で
も
多
少
な
り
あ
っ
た
。

能
力
に
は
個
人
差
も
あ
る
。

最
大
限
の
努
力
は
す
べ
き

だ
が
、
不
祥
事
に
な
る
く

ら
い
な
ら
ギ
ブ
ア
ッ
プ
す

る
余
地
が
あ
っ
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
。

答
確
か
に
組
織
づ
く

り
の
研
修
は
こ
れ

ま
で
無
か
っ
た
。
チ
ー
ム

研
修
な
ど
今
後
の
研
修
計

画
の
あ
り
方
を
担
当
課
と

検
討
し
た
い
。

不適切な事務処理、
組織解決を
�答 支え合う組織づくりを目指したい

町
民
プ
ー
ル
、

な
ぜ
再
開
し
な
い
の
か

�

答
監
視
員
体
制
の
構
築
が
困
難
だ

問
学
校
プ
ー
ル
に
お

い
て
、
一
般
細
菌

増
加
の
原
因
は
そ
の
後
特

定
出
来
た
か
。
ま
た
そ
の

対
策
は
検
討
さ
れ
た
か
。

答
現
時
点
で
は
明
確

な
原
因
の
特
定
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
衛
生
管
理
を
徹
底
す
る

た
め
の
対
策
を
校
長
会
で

共
有
し
、
次
年
度
か
ら
実

施
す
る
。

問
朝
日
小
学
校
の
細

菌
数
が
飛
び
抜
け

て
多
い
の
は
、
設
備
が
古

い
せ
い
で
は
な
い
か
。

答
３
つ
の
小
学
校
の

う
ち
で
一
番
古
い

が
、
濾
過
装
置
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
は
定
期
的
に
行
っ

て
い
る
。

問
肌
寒
い
時
期
に
プ

ー
ル
開
き
、
本
格

的
に
暑
く
な
る
8
月
を
前

に
終
了
し
て
し
ま
う
。
開

始
時
期
、
利
用
期
間
に
つ

い
て
伺
う
。

答
ご
指
摘
の
と
お
り

肌
寒
い
時
期
の
プ

ー
ル
開
き
、
暑
い
時
期
に

終
了
と
子
供
達
に
と
っ
て

も
残
念
な
こ
と
と
認
識
し

て
い
る
。
各
学
校
と
協
議

し
、
見
直
し
を
図
っ
て
い

く
。問

町
民
プ
ー
ル
を
利

用
で
き
な
い
の
は

な
ぜ
か
。

答
毎
年
、
監
視
員
を

公
募
し
て
い
る
が

応
募
が
無
く
、
町
民
プ
ー

ル
の
運
営
が
困
難
で
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

問
こ
れ
も
言
わ
ば
人

口
減
少
問
題
で
あ

り
、
機
会
損
失
に
な
っ
て

い
る
。
今
回
は
プ
ー
ル
を

引
き
合
い
に
し
た
が
、
人

口
が
減
っ
て
も
生
活
の
質

を
落
と
さ
な
い
、
こ
の
二

律
背
反
を
ど
う
成
立
さ
せ

て
い
く
の
か
。

答
大
変
大
き
な
課
題

だ
。
即
効
性
は
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
地

域
の
価
値
を
大
人
自
身
が

認
め
子
供
へ
伝
え
る
、
こ

う
い
っ
た
こ
と
が
人
口
流

出
を
止
め
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
。

問
町
下
プ
ー
ル
の
、

プ
ー
ル
以
外
の
活

用
方
法
を
民
間
に
公
募
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答
そ
の
発
想
は
無
か

っ
た
。
今
後
検
討

し
た
い
。

町下プールの活用方法はないのか
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菅
かん

家
け

　忠
ただし

議員

問
公
共
施
設
を
現
在

の
ま
ま
維
持
し
た

場
合
、
年
間
の
不
足
見
込

み
額
は
。

答
４０
年
間
平
均
で
約

４
億
円
で
あ
る
。

問
施
設
の
延
べ
床
面

積
で
２０
％
の
削
減

目
標
を
立
て
て
い
る
が
達

成
度
は
。

答
施
設
の
統
廃
合
が

進
ま
ず
新
た
な
施

設
が
増
え
た
結
果
、
延
べ

床
面
積
は
増
え
て
い
る
。

問
個
別
の
施
設
で
の

建
替
え
・
廃
止
・

統
廃
合
の
年
次
計
画
の
策

定
状
況
は
。

問
第
八
次
福
島
県
医

療
計
画
、
福
島
県

地
域
医
療
構
想
を
確
認
し

た
が
、「
南
会
津
医
療
圏
」

で
は
な
く
「
会
津
・
南
会

津
医
療
圏
」
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
で
は
只
見
町
の

ひ
っ
迫
し
た
現
状
が
見
え

に
く
い
と
考
え
る
。
南
会

津
単
独
で
あ
る
べ
き
で
は
。

答
以
前
は
、
南
会
津

単
独
で
あ
っ
た
。

問
前
向
き
に
捉
え
る

と
、「
医
療
圏
は

す
で
に
広
域
化
さ
れ
て
い

る
」
と
読
め
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
、
医
療
資
源
の
偏

在
化
の
解
消
を
訴
え
て
よ

い
と
考
え
る
。

　
ま
た
両
沼
郡
・
南
会
津

郡
で
医
療
の
線
は
引
か
な

い
と
も
読
め
る
。
大
塩
ま

で
き
て
い
る
奥
会
津
在
宅

医
療
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
・

公共施設等
総合管理計画の進捗は
� 答 施設の再配置計画が必要

答
策
定
に
至
っ
て
い

な
い
。

問
こ
の
ま
ま
で
は
将

来
世
代
へ
毎
年
４

億
円
も
負
担
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
。
そ
ん
な
町
に
帰

っ
て
こ
い
と
は
、
私
は
言

え
な
い
。
町
全
体
で
の
青

写
真
、「
只
見
町
の
１０
年

２０
年
先
を
見
据
え
た
、
場

所
を
伴
う
役
割
分
担
」
を

決
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

議
会
と
当
局
が
本
腰
を
入

れ
て
議
論
す
る
箇
所
は
こ

こ
だ
と
考
え
る
。

答
将
来
世
代
に
負
担

を
残
さ
な
い
よ
う

努
力
を
し
て
い
く
。
そ
の

達
成
に
は
、
町
民
の
声
を

聴
き
「
議
会
と
当
局
が
共

に
方
向
性
を
決
定
す
る
」

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

広
域
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
は

�

答
医
療
・
福
祉
・
広
域
交
通
の
考
え
に
同
意

連
携
が
で
き
な
い
か
。
只

見
町
に
と
っ
て
医
療
圏
の

拡
充
の
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
か
つ
て
医
療
圏
が

独
立
し
て
い
た
と

悲
観
的
に
な
る
の
で
は
な

く
、
宮
下
病
院
等
の
近
隣

の
医
療
施
設
と
の
連
携
。

広
域
的
に
カ
バ
ー
し
て
い

く
視
点
を
持
つ
こ
と
。
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
必
ず
必

要
に
な
る
と
考
え
る
。広い視野での政策展開を
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山
やま

岸
ぎし

国
くに

夫
お

議員

難
聴
者
へ
の

補
聴
器
購
入
補
助
を

�

答
踏
み
込
ん
だ
研
究
を
す
る

問
身
体
障
害
者
手
帳

交
付
の
対
象
と
な

ら
な
い
軽
度
・
中
程
度
の

難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入

補
助
制
度
創
設
を
求
め
る
。

　
６
月
会
議
で
は
「
今
年

度
か
ら
町
の
検
診
時
に
７５

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
形
式
で
聞
こ
え

の
調
査
を
実
施
す
る
。
今

年
度
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
分

析
し
て
、
制
度
設
計
で
き

る
か
次
の
段
階
に
進
め
た

い
」と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
の
結
果

と
制
度
設
計
へ
の
方
針
を

問
う
。

答
健
診
会
場
で
３
０

４
名
か
ら
回
答
。

そ
の
内
５
割
が
聞
こ
え
の

悪
さ
を
感
じ
て
い
る
。
約

３
割
が
不
便
を
感
じ
、
そ

福祉灯油の復活と制度化を
� 答 町民１人当たり１万円の町内利用商品券発行

の
内
約
８
割
は
補
聴
器
を

使
用
し
て
お
ら
ず
医
療
機

関
も
受
診
し
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
今
回
の

調
査
で
、
高
齢
者
の
状
況

を
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
受
診
勧
奨

と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行

っ
て
い
く
。
補
聴
器
購
入

の
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
、
全
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
引
き
続
き
研
究

し
て
い
く
。

問
補
助
制
度
の
只
見

町
の
判
断
は
何
か
。

答
只
見
町
は
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。

７５
歳
以
上
の
聞
こ
え
の
調

査
結
果
を
尊
重
し
、
１２
月

議
会
に
向
け
補
助
制
度
に

つ
い
て
は
踏
み
込
ん
だ
研

究
を
進
め
報
告
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。

問
福
祉
商
品
券
（
福

祉
灯
油
）
の
復
活

と
制
度
化
す
る
こ
と
を
提

案
す
る
。
物
価
高
騰
が
続

く
な
か
で
、
高
齢
者
の
生

活
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い

る
。
豪
雪
地
帯
で
お
年
寄

り
が
寒
い
冬
を
暖
か
く
過

ご
す
た
め
に
町
が
手
だ
て

を
と
る
こ
と
は
、
福
祉
施

策
と
し
て
、
ま
た
健
康
を

維
持
し
て
い
く
う
え
で
も

大
切
な
施
策
で
あ
る
。
町

の
考
え
を
示
せ
。

答
町
内
利
用
商
品
券

発
行
事
業
で
町
民

一
人
当
た
り
１
万
円
の
商

品
券
を
発
行
す
る
。
諸
物

価
高
騰
に
対
す
る
経
済
対

策
と
し
て
冬
季
間
の
生
活

の
一
助
と
な
る
よ
う
に
検

討
し
た
。

福祉商品券の復活を
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編
集
後
記

　
今
年
は
真
夏
日
が
多
く
、
農
作
物
へ
の

被
害
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間

に
か
残
暑
も
治
ま
り
朝
夕
の
寒
暖
差
が
出

て
、
冬
の
足
音
が
近
づ
い
て
来
ま
し
た
。

　
広
報
委
員
会
で
は
、
町
民
と
議
会
と
の

交
流
の
場
を
目
指
し
て
お
り
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
分
か
り
や
す
く
手
に
取
っ
て
頂
け

る
「
議
会
だ
よ
り
」
の
編
集
を
目
指
し
て

お
り
ま
す
。

　
町
民
の
声
コ
ー
ナ
ー
で
は
町
の
こ
と
、

議
会
の
こ
と
な
ど
「
見
え
る
意
見
」
を
広

く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
題
名
や
内
容
に
つ
い
て
は
自
由
で
す
。

自
分
の
好
き
な
こ
と
、
町
に
対
し
て
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
、こ
れ
か
ら
心
配
な
こ
と
な
ど
、

皆
様
の
熱
き
想
い
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
声
を
伺
い
、
議
会

の
開
か
れ
た
情
報
発
信
が
出
来
る
委
員
会

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

�

（
⻆
田
誠
委
員
）

　
只
見
中
学
校

�

２
年　
渡わ

た

部な
べ　

悠ゆ
う

希き　

　
只
見
町
の
魅
力
は
、
人
が
や

さ
し
い
と
こ
ろ
や
自
然
が
豊
か

な
と
こ
ろ
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
課

題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
今
の
只
見
は
、
年
々
人
口
が

減
っ
て
お
り
、
少
子
高
齢
化
も

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光

　
只
見
中
学
校

�

３
年　
目め

黒ぐ
ろ　

季と
き

音ね　

　
私
が
考
え
る
只
見
町
の
良
い

と
こ
ろ
は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
豊
か
な
自
然
で

す
。
夏
は
綺
麗
な
緑
の
木
々
、

今
と
未
来
の
只
見
町

只
見
町
の
良
い
と
こ
ろ

に
来
る
人
も
少
な
い
と
思
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
僕
が
見
た
い
只
見
の

未
来
を
考
え
ま
し
た
。
ま
ず
、

只
見
の
良
さ
を
さ
ら
に
活
か
し
、

発
信
し
て
課
題
の
改
善
に
つ
な

げ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

人
口
増
加
や
若
い
人
を
増
や
す

の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。

な
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
只
見

の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
観

光
に
来
る
人
が
少
し
で
も
増
え
、

よ
り
活
発
な
町
づ
く
り
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

　
僕
も
中
学
校
生
活
の
中
で
、

只
見
を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
た

秋
に
な
る
と
鮮
や
か
な
紅
葉
な

ど
、
季
節
に
よ
っ
て
様
々
な
色

に
変
わ
る
自
然
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
二
つ
目
は
、
あ
た
た
か
い
町

民
の
み
な
さ
ん
で
す
。
登
下
校

中
に
会
っ
た
ら
、
挨
拶
し
て
く

だ
さ
っ
た
り
気
さ
く
に
話
し
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
本
当
に

優
し
い
人
ば
か
り
で
す
。

　
三
つ
め
は
、
Ｓ
D
G
s
の
活

動
を
積
極
的
に
し
て
い
る
と
こ

め
に
出
来
る
こ
と
を
考
え
、
実

行
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
で
す
。

ろ
で
す
。
私
た
ち
中
学
生
は
新

聞
バ
ッ
グ
を
作
っ
た
り
、
海
で

ご
み
拾
い
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。

　
以
上
の
三
つ
が
、
只
見
町
の

良
い
と
こ
ろ
だ
と
私
は
考
え
ま

す
。

　

私
た
ち
も
皆
さ
ん
に
負
け
な

い
よ
う
に
、
実
行
す
る
ま
ち
づ

く
り
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

　

ど
の
３
つ
も
素
敵
な
こ
と
で

す
よ
ね
。
議
会
も
ゴ
ミ
の
分
別

を
し
っ
か
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

ひ
と
こ
と

ひ
と
こ
と

テ
ー
マ
『
町
や
議
会
に
望
む
こ
と
』

と　
き
：
１２
月
１
日（
日
）

場　
所
：
只
見
公
民
館
・
朝
日
公
民
館

　
　
　
　
明
和
公
民
館

※
都
合
の
良
い
会
場
に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
時
間
は
調
整
中
で
す
。

議
会
報
告
会
を
行
な
い
ま
す
！

発
行
責
任
者

　
議　
　
長　
佐
藤　
孝
義

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長　
菅
家　
　
忠

　
副
委
員
長　
目
黒　
道
人

　
委　
　
員　
鈴
木　
好
行

　
　
　
　
　
　
小
沼　
信
孝

　
　
　
　
　
　
矢
沢　
明
伸

　
　
　
　
　
　
⻆
田　
　
誠
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